







































































































































































































































































































































１ 何でも話せる関係  3
２ 同じ目的に向かってお互い協力協働できる関係  2
３ 家等に行き来できる関係  1
４ 一緒に遊びにいく関係  5
５ 気軽に会話が交わせる関係 25
６ ちょっとした会話が交わせる関係  5
７ 挨拶程度交わせる関係
８ 同じクラス等での顔見知りの関係













































１ 家族 21 14 19 4
２ 埼工大の先生 8 6
３ 埼工大の学生課等の関係者（先生ではない人） 3 2
４ 埼工大の監督等 2
５ 埼工大の部活・同好会・サークルの友人先輩後輩 6 15 6
６ 埼工大の授業での友人等 19 2 21 7
７ 埼工大のゼミ，研究室の友人等 1
８ 埼工大での勉強会等のメンバー 1 2
９ 他大学の友人 13 9
10 小学校や中学校，地域団体における児童生徒等（ボランティア含む） 3 2





12 小学校・中学校・高等学校時代の友人・先輩等 17 1 17 4
13 小学校・中学校・高等学校時代の先生 3 1
14 寮等の管理人や担当者 1
15 同じ寮等のメンバーや同室の友人 1
16 アルバイト先（スポーツジム等）の先生や担当者等 7 3
17 アルバイト先（スポーツジム等）の児童生徒（高校生まで） 5 2
18 アルバイト先（家庭教師）の児童生徒及びその保護者 3 2
19 ボランティア先の高齢者や係員 1
20 ゲームセンターで会う友人 3 1
21 ネットゲームの友人 7 1 1
22 ライングループの友人 11 9
23 チャットの友人 6
24 彼氏・彼女 3 1 1
25 その他インターネットに関する友人（外国人等含む） 3 2
26 大学外での趣味のサークルやスキルアップのためのカルチャーセンターの友人等 1 1
27 その他
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【資料３】
◆今日の一言　その３１６ 平成26年11月４日（火）
『力漲る（みなぎる）』
思い：静の中の動。まさに，伯仲白熱の空気が漂います。
　昨日，運動公園の総合体育館で綱引き大会が行われました。本校か
らは４年生以上５チームが参加し，熱戦を繰り広げました。「よ～
い，どん！」の合図で，一斉にスタートします。両チームが引く太縄
はピンと張られ，力が拮抗し，まさに一進一退の攻防戦です。ものす
ごい力が加わっていますが，縄が全く動かないチーム。見ているこち
らも手に汗を握ります。勝ち負けはつきますが，短時間の中で，子ど
もたちは力を出し尽くしました。一歩一歩成長していく子供たちの無
限の可能性に微笑みながら，みんな本当に頑張りました。
◆今日の一言　その３１７ 平成26年11月５日（水）
『頼むぞ，５年生』
思い：歴史と伝統をつなぐサッカー大会。みんなでつくりあげます。
　５年生のサッカー練習。それを見つめる６年生の先輩。その眼差し
からは，次期最高学年への期待，後輩への思いやり，先輩としての自
覚等々がうかがえます。受ける５年生は緊張の中にも何かうれしそ
う。さあ，もう一蹴り。サッカー大会はもうすぐそこです。
◆今日の一言　その３１８ 平成26年11月６日（木）
『みんな，聞いてね』
思い：市民会館の大ステージの眩しさを思いながら。
　思わず体が動いてしまう「剣の舞」と「テキーラ」。聞く度にハッ
ピーな気持ちにしてくれます。難しい曲を，みんなで調子を合わせな
がら演奏する姿に，さすが高学年の意気を感じます。そして，得意な
子も不得意な子もそれぞれが精一杯に取り組んでいる，まさにチーム
ワークそのものです。スポットライトを浴びるその瞬間，そして，拍
手喝采の時に思いを馳せて。
特別活動が豊かな生活を創る～アンチ独り法師（ひとりぼっち）へのアプローチ～ 63
◆今日の一言　その３１９ 平成26年11月７日（金）
『眼差し』
思い：大先輩の６年生。みんなやさしいです。
　昨日は就学時健康診断でした。手伝ってくれる６年生は，緊張と言
うよりは何だか余裕綽々（よゆうしゃくしゃく）。新しい１年生を迎
える目は，やさしさに満ちていました。６年生曰く，「私たちもこん
な時があったんだね。」そう，あったんですよ。心のバトンパスは，
もう始まっています。
◆今日の一言　その３２１ 平成26年11月11日（火）
『１がたくさん』
思い：結構刺激的ですね。
　昨日６年生に何気なく，「明日は何の日？」と聞くと，「ポッキー
の日」と間髪入れずに答えてくれました。よく聞くと，どうやらポッ
キーの棒が11を表しているような。そう言えば，今日は，11月11日。
１がたくさん並びます。11月11日午前11時11分11秒。デジタル時計で
１が10個並ぶ画面もこれまた楽し。
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【資料４】特別活動における話合い（ディスカッション）の概略
◆一般的なディスカッションは，「よりよいもの，より高次なもの」等への探
究や追究を主においているが，特別活動においては，それらも踏まえ，合意
形成及び意思決定を目指した話合い（ディスカッション）となる。なお，話
し合う内容（議題や題材） の出所は，全て日常の生活が基になっており，抽
象的・一般的な内容は省かれる。 また，ディベートやシンポジウム等とも，
その手法は異なる。
支持的風土
◎相手を思いやる雰囲気
◎物言える雰囲気　　　　　　　　等
◆甘くはしないが，温かく接する
◆発表者の「恥ずかしさ」を除去する
①どんな発言でも笑わない
②少数意見を尊重する
③口調や言動・動作・表情に留意する等
話合いの大前提
①論題・議題について，話し合うことを
面倒くさいととらえない
②まあ，いいかという思いを持たない
③仕方なく話し合いを行わない
④すぐに集中し，他のことに話題や会話
をすり替えない
⑤話合いの意義や有益性を自覚する　等
決定事項を尊重し，実行に移す
　特別活動における話合い（ディスカッション）は，
常に，話合いの後に実践を目途に行われるもので
あり，いわゆる，話合いのための話合いになって
はいけない。
○一般的に，年齢に応じた望ましい自己の確立が進んでいる児童生徒の場合は，該当集団が構
成された時間の長短に関係なく，支持的風土は当初からプラスととらえられる。また，支持
的風土は話合いとともに相互作用し深まっていくものともとらえられる。
　支持的風土は，常に深化し続けるものである。
○ 必要に応じて，司会者や記録者，発表者等の役割分担を行う。
○自分の意見を発表する。
○他者の意見に対して，疑問や肯定の思いを持つ。
○他者の意見に対して自分の思いを発表する。
○話合いを見守り，必要・状況に応じて追加発表を行う。
○合意形成若しくは意志決定の終末をむかえる。
自主的態度 実践的態度
　このためには，これまでの知識や感情等を総合化する
ことが求められる。
　特に，今までの話合いの経験知を，常に話合い（ディ
スカッション）にフィードバックすることが必要である。
自分も満足みんなも満足
　
犠牲的な参加ではない
自分の意見が様々な課題の解決につながる
話合い（ディスカッショ
ン）は，ある程度の時間
的保証が伴う。
通常の話合いは，意見交
換や意見確認がほとん
どである。
自発的・
自治的能力の獲得 主体的参加
○論題，議題を確実に正面から受け止める。
○必ず，自分の意見を持つ。 スタート
※ 支持的風土の対極は
防衛的風土である。
